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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉ
ｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によるデータ送信方
法を提供する。
【解決手段】前記Ｍ２Ｍ装置は、送信するＭ２Ｍ　ＳＭ
Ｓ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）が
あることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレ
ンジング要求メッセージを基地局に送信し、Ｍ２Ｍ　Ｓ
ＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイ
マを含む第１のレンジング応答メッセージを前記基地局
から受信する。前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局に
より承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記Ｍ２Ｍ装置
は、前記基本ＣＩＤに基づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含
む第２のレンジング要求メッセージを前記基地局に送信
し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）
を含む第２のレンジング応答メッセージを前記基地局か
ら受信する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によ
るデータ送信方法において、
　前記Ｍ２Ｍ装置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレンジング要求メッセージ
（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に送信し、
Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉ
ｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉ
ｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭ
Ｓ応答は前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求に対応され、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局によ
り承認（ａｃｃｅｐｔ）されたかどうかを前記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記基
本ＣＩＤに基づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求メッセージを前記基
地局に送信し、及び、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記基地局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ
　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージを前
記基地局から受信することを含むデータ送信方法。
【請求項２】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする請求項１に記載のデータ送信方法。
【請求項３】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記Ｍ２Ｍ装置が前記第１のレンジング応答メッセージを受
信する時に開始されることを特徴とする請求項２に記載のデータ送信方法。
【請求項４】
　前記基本ＣＩＤは、前記第２のレンジング応答メッセージが受信された後に、または前
記臨時ＣＩＤタイマが満了（ｅｘｐｉｒｅ）された場合に解除（ｒｅｌｅａｓｅ）される
ことを特徴とする請求項２に記載のデータ送信方法。
【請求項５】
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求は、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳのバイト（ｂｙｔｅ）の数を指示する
ことを特徴とする請求項１に記載のデータ送信方法。
【請求項６】
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳは、アイドルモードで維持されたサービスフロー（ｓｅｒｖｉｃｅ
　ｆｌｏｗ）に基づいて送信されることを特徴とする請求項１に記載のデータ送信方法。
【請求項７】
　前記サービスフローは、前記サービスフローが生成される時に定義されるアイドルモー
ド維持プリファレンスパラメータ（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｒｅｔａｉｎ　ｐｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）に基づいて維持されることを特徴とする請求項６に記載の
データ送信方法。
【請求項８】
　前記アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値は、１であることを特徴とする
請求項７に記載のデータ送信方法。
【請求項９】
　前記第１のレンジング応答メッセージは、臨時伝送（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）ＣＩＤ及び
ＣＩＤアップデートＴＬＶ（ｔｙｐｅ－ｌｅｎｇｔｈ－ｖａｌｕｅ）を含み、前記ＣＩＤ
アップデートＴＬＶは、前記サービスフローと前記臨時伝送ＣＩＤとの間のマッピングに
関する情報を指示することを特徴とする請求項６に記載のデータ送信方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によ
るデータ送信方法において、
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　放送ページングメッセージ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を
基地局から受信し、前記放送ページングメッセージの行動コード（ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄ
ｅ）は、位置アップデート（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）を指示し、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含むレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ
　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、及び、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記Ｍ２Ｍ装置により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ
２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含むレンジング要求メッセージを前記
基地局に送信することを含むデータ送信方法。
【請求項１１】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする請求項１０に記載のデータ送信方法。
【請求項１２】
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置にお
いて、
　無線信号を送信または受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部；及び、
　前記ＲＦ部と連結されるプロセッサ；を含み、
　前記プロセッサは、
　前記Ｍ２Ｍ装置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレンジング要求メッセージ
（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に送信し、
　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）及び、臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇ
ｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、前記Ｍ２Ｍ　Ｓ
ＭＳ応答は前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求に対応され、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局に
より承認（ａｃｃｅｐｔ）されたかどうかを前記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記基
本ＣＩＤに基づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求メッセージを前記基
地局に送信し、及び、
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記基地局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ
　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージを前
記基地局から受信するように構成されるＭ２Ｍ装置。
【請求項１３】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする請求項１２に記載のＭ２Ｍ装置。
【請求項１４】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記Ｍ２Ｍ装置が前記第１のレンジング応答メッセージを受
信する時に開始されることを特徴とする請求項１３に記載のＭ２Ｍ装置。
【請求項１５】
　前記基本ＣＩＤは、前記第２のレンジング応答メッセージが受信された後に、または前
記臨時ＣＩＤタイマが満了（ｅｘｐｉｒｅ）された場合に解除（ｒｅｌｅａｓｅ）される
ことを特徴とする請求項１３に記載のＭ２Ｍ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるデータ送信方法
及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒ
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ｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１６ｅ規格は、２００７年ＩＴＵ（Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｕｎｉｏｎ）傘下のＩＴＵ
－Ｒ（ＩＴＵ－Ｒａｄｉｏｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｃｔｏｒ）でＩＭＴ（Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）－２０
００のための六番目の規格であり、‘ＷＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　ＴＤＤ’という名称で採択
された。ＩＴＵ－Ｒは、ＩＭＴ－２０００以後の次世代４Ｇ移動通信規格であり、ＩＭＴ
－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムを準備している。ＩＥＥＥ８０２．１６　ＷＧ（Ｗｏｒｋｉ
ｎｇ　Ｇｒｏｕｐ）は、２００６年末ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムのための規格と
して既存ＩＥＥＥ８０２．１６ｅの修正（ａｍｅｎｄｍｅｎｔ）規格を作成することを目
標にＩＥＥＥ８０２．１６ｍプロジェクトの推進を決定した。前記目標で分かるように、
ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ規格の修正という過去の連続性
と次世代ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムのための規格という未来の連続性である二つ
の側面を内包している。従って、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格は、ＩＥＥＥ８０２．１６
ｅ規格に基づいたＭｏｂｉｌｅ　ＷｉＭＡＸシステムとの互換性（ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌ
ｉｔｙ）を維持しつつ、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムのための進歩した要求事項を
満たすことを要求している。
【０００３】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ規格及びＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格に基づき、機械大機械（
Ｍ２Ｍ；Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信のために最適化されたＩＥＥＥ８
０２．１６ｐ規格を開発中である。Ｍ２Ｍ通信は、人間との相互作用（ｉｎｔｅｒａｃｔ
ｉｏｎ）無しに核心網（ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）内で加入者局（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）とサーバ（ｓｅｒｖｅｒ）との間または加入者国間に実行される情
報交換（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｘｃｈａｎｇｅ）で定義されることができる。ＩＥ
ＥＥ８０２．１６ｐ規格は、ＩＥＥＥ８０２．１６規格のＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の向上（ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）と許可された帯域（ｌｉｃ
ｅｎｓｅｄ　ｂａｎｄｓ）内でＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）物理階層（ＰＨＹ；ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｌａｙｅｒ）の最小限の変化を議論中である。ＩＥＥＥ８０２．１６ｐ規格が論
議されることによって、許可された帯域内で広帯域無線カバレッジ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ
　ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｃｏｖｅｒａｇｅ）を要求し、監視及び制御（ｏｂｓｅｒｖａｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ）の目的のために自動化された（ａｕｔｏｍａｔｅｄ）Ｍ
２Ｍ通信の適用範囲が広くなることができる。
【０００４】
　数多くのＭ２Ｍアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）は、ネットワーク接続（
ｎｅｔｗｏｒｋ　ａｃｃｅｓｓ）接続時、一般的に人間により開始されたり制御される（
ｈｕｍａｎ－ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　ｏｒ　ｈｕｍａｎ－ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ）ネットワ
ーク接続のための要求事項（ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ）と相当異なる要求事項を要求す
る。Ｍ２Ｍアプリケーションは、車両のための通信（ｖｅｈｉｃｕｌａｒ　ｔｅｌｅｍａ
ｔｉｃｓ）、生体センサ（ｂｉｏ－ｓｅｎｓｏｒｓ）のヘルスケアモニタリング（ｈｅａ
ｌｔｈｃａｒｅ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）、遠隔維持及び制御（ｒｅｍｏｔｅ　ｍａｉｎ
ｔｅｎａｎｃｅ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ）、スマート計器（ｓｍａｒｔ　ｍｅｔｅｒｉ
ｎｇ）、及び消費者装置（ｃｏｎｓｕｍｅｒ　ｄｅｖｉｃｅ）の自動化されたサービス（
ａｕｔｏｍａｔｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ）などを含むことができる。Ｍ２Ｍアプリケーショ
ンの要求事項は、超低電力消耗（ｖｅｒｙ　ｌｏｗｅｒ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｓｕｍｐｔ
ｉｏｎ）、多数の装置端末（ｌａｒｇｅｒ　ｎｕｍｂｅｒｓ　ｏｆ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、
短いバースト送信（ｓｈｏｒｔ　ｂｕｒｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）、装置の変更
検出及び報告（ｄｅｖｉｃｅ　ｔａｍｐｅｒｉｎｇ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅ
ｐｏｒｔｉｎｇ）、向上された装置認証（ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ　ａｕｔｈｅ
ｎｔｉｃａｔｉｏｎ）などを含むことができる。
【０００５】
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　ＩＥＥＥ８０２．１６ｐ規格でもＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格と同様にショートメッセ
ージサービス（ＳＭＳ；Ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）の送信がサポー
トされることができる。短いバーストの送信というＭ２Ｍ装置の特性上、Ｍ２Ｍ装置の効
率的なＳＭＳ送信が要求される。また、Ｍ２Ｍ装置は、主に、アイドルモード（ｉｄｌｅ
　ｍｏｄｅ）状態で動作すると予想されるため、アイドルモードでシグナリングオーバー
ヘッドを減らしつつＳＭＳを送信するための効率的な方法が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の技術的課題は、データ送信方法及び装置を提供することである。本発明は、特
に、アイドルモード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）にあるＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａ
ｃｈｉｎｅ）装置がＳＭＳ（Ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を効率的に
送信する方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様において、無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈ
ｉｎｅ）装置によるデータ送信方法が提供される。前記データ送信方法は、前記Ｍ２Ｍ装
置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）があるこ
とを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレンジング要求メッセージ（ｒａｎｇｉｎ
ｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に送信し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（
ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤ
タイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍ
ｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答は前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ
要求に対応され、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）され
たかどうかを前記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認
（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記基本ＣＩＤに基づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２
のレンジング要求メッセージを前記基地局に送信し、及び前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記基地
局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａ
ｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージを前記基地局から受信することを含む
。
【０００８】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示する。
【０００９】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記Ｍ２Ｍ装置が前記第１のレンジング応答メッセージを受
信する時に開始される。
【００１０】
　前記基本ＣＩＤは、前記第２のレンジング応答メッセージが受信された後に、または前
記臨時ＣＩＤタイマが満了（ｅｘｐｉｒｅ）された場合に解除（ｒｅｌｅａｓｅ）される
。
【００１１】
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求は、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳのバイト（ｂｙｔｅ）の数を指示する
。
【００１２】
　前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳは、アイドルモードで維持されたサービスフロー（ｓｅｒｖｉｃｅ
　ｆｌｏｗ）に基づいて送信される。
【００１３】
　前記サービスフローは、前記サービスフローが生成される時に定義されるアイドルモー
ド維持プリファレンスパラメータ（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｒｅｔａｉｎ　ｐｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）に基づいて維持される。
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【００１４】
　前記アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値は１である。
【００１５】
　前記第１のレンジング応答メッセージは、臨時伝送（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）ＣＩＤ及び
ＣＩＤアップデートＴＬＶ（ｔｙｐｅ－ｌｅｎｇｔｈ－ｖａｌｕｅ）を含み、前記ＣＩＤ
アップデートＴＬＶは、前記サービスフローと前記臨時伝送ＣＩＤとの間のマッピングに
関する情報を指示する。
【００１６】
　他の態様において、無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃ
ｈｉｎｅ）装置によるデータ送信方法が提供される。前記データ送信方法は、放送ページ
ングメッセージ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局から受
信し、前記放送ページングメッセージの行動コード（ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）は、位置
アップデート（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）を指示し、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ、基本
（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩ
Ｄタイマを含むレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓ
ｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、及び前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記Ｍ２Ｍ装置により成
功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）
を含むレンジング要求メッセージを前記基地局に送信することを含む。
【００１７】
　前記臨時ＣＩＤタイマは、前記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示する。
【００１８】
　他の態様において、無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃ
ｈｉｎｅ）装置が提供される。前記Ｍ２Ｍ装置は、無線信号を送信または受信するＲＦ（
ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部；及び、前記ＲＦ部と連結されるプロセッサ；を含
み、前記プロセッサは、前記Ｍ２Ｍ装置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓ
ｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレン
ジング要求メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に
送信し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒ
ａｎｇｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信し、前記Ｍ２
Ｍ　ＳＭＳ応答は前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求に対応され、前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基
地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）されたかどうかを前記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、前記Ｍ２Ｍ
　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記基本ＣＩＤに基
づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求メッセージを前記基地局に送信し
、及び前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが前記基地局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ
２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージ
を前記基地局から受信するように構成される。
【００１９】
　上記目的を達成するために、本発明は、例えば、以下の手段を提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によ
るデータ送信方法において、
　上記Ｍ２Ｍ装置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレンジング要求メッセージ
（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に送信し、
Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉ
ｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉ
ｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を上記基地局から受信し、上記Ｍ２Ｍ　ＳＭ
Ｓ応答は上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求に対応され、上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が上記基地局によ
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り承認（ａｃｃｅｐｔ）されたかどうかを上記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が上記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、上記基
本ＣＩＤに基づいて上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求メッセージを上記基
地局に送信し、及び、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが上記基地局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ
　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージを上
記基地局から受信することを含むデータ送信方法。
（項目２）
　上記臨時ＣＩＤタイマは、上記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目３）
　上記臨時ＣＩＤタイマは、上記Ｍ２Ｍ装置が上記第１のレンジング応答メッセージを受
信する時に開始されることを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目４）
　上記基本ＣＩＤは、上記第２のレンジング応答メッセージが受信された後に、または上
記臨時ＣＩＤタイマが満了（ｅｘｐｉｒｅ）された場合に解除（ｒｅｌｅａｓｅ）される
ことを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目５）
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求は、上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳのバイト（ｂｙｔｅ）の数を指示する
ことを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目６）
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳは、アイドルモードで維持されたサービスフロー（ｓｅｒｖｉｃｅ
　ｆｌｏｗ）に基づいて送信されることを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ
送信方法。
（項目７）
　上記サービスフローは、上記サービスフローが生成される時に定義されるアイドルモー
ド維持プリファレンスパラメータ（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｒｅｔａｉｎ　ｐｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）に基づいて維持されることを特徴とする上記項目のいずれ
かに記載のデータ送信方法。
（項目８）
　上記アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値は、１であることを特徴とする
上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目９）
　上記第１のレンジング応答メッセージは、臨時伝送（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）ＣＩＤ及び
ＣＩＤアップデートＴＬＶ（ｔｙｐｅ－ｌｅｎｇｔｈ－ｖａｌｕｅ）を含み、上記ＣＩＤ
アップデートＴＬＶは、上記サービスフローと上記臨時伝送ＣＩＤとの間のマッピングに
関する情報を指示することを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目１０）
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によ
るデータ送信方法において、
　放送ページングメッセージ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を
基地局から受信し、上記放送ページングメッセージの行動コード（ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄ
ｅ）は、位置アップデート（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）を指示し、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含むレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ
　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を上記基地局から受信し、及び、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが上記Ｍ２Ｍ装置により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ
２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含むレンジング要求メッセージを上記
基地局に送信することを含むデータ送信方法。
（項目１１）
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　上記臨時ＣＩＤタイマは、上記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする上記項目のいずれかに記載のデータ送信方法。
（項目１２）
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置にお
いて、
　無線信号を送信または受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部；及び、
　上記ＲＦ部と連結されるプロセッサ；を含み、
　上記プロセッサは、
　上記Ｍ２Ｍ装置の送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第１のレンジング要求メッセージ
（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を基地局に送信し、
　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）及び、臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセージ（ｒａｎｇ
ｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を上記基地局から受信し、上記Ｍ２Ｍ　Ｓ
ＭＳ応答は上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求に対応され、上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が上記基地局に
より承認（ａｃｃｅｐｔ）されたかどうかを上記Ｍ２Ｍ装置に知らせ、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が上記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、上記基
本ＣＩＤに基づいて上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求メッセージを上記基
地局に送信し、及び、
　上記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳが上記基地局により成功的に受信されたかどうかを指示するＭ２Ｍ
　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を含む第２のレンジング応答メッセージを上
記基地局から受信するように構成されるＭ２Ｍ装置。
（項目１３）
　上記臨時ＣＩＤタイマは、上記基本ＣＩＤの寿命期間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ）を指示することを特徴とする上記項目のいずれかに記載のＭ２Ｍ装置。
（項目１４）
　上記臨時ＣＩＤタイマは、上記Ｍ２Ｍ装置が上記第１のレンジング応答メッセージを受
信する時に開始されることを特徴とする上記項目のいずれかに記載のＭ２Ｍ装置。
（項目１５）
　上記基本ＣＩＤは、上記第２のレンジング応答メッセージが受信された後に、または上
記臨時ＣＩＤタイマが満了（ｅｘｐｉｒｅ）された場合に解除（ｒｅｌｅａｓｅ）される
ことを特徴とする上記項目のいずれかに記載のＭ２Ｍ装置。
【００２０】
　（摘要）
　無線通信システムにおけるＭ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍａｃｈｉｎｅ）装置によ
るデータ送信方法を提供する。前記Ｍ２Ｍ装置は、送信するＭ２Ｍ　ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ
　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）があることを指示するＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求を含む第
１のレンジング要求メッセージ（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を
基地局に送信し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答、基本（ｂａｓｉｃ）ＣＩＤ（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、及び臨時ＣＩＤタイマを含む第１のレンジング応答メッセ
ージ（ｒａｎｇｉｎｇ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を前記基地局から受信する
。前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ要求が前記基地局により承認（ａｃｃｅｐｔ）された場合、前記Ｍ
２Ｍ装置は、前記基本ＣＩＤに基づいて前記Ｍ２Ｍ　ＳＭＳを含む第２のレンジング要求
メッセージを前記基地局に送信し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を
含む第２のレンジング応答メッセージを前記基地局から受信する。
【発明の効果】
【００２１】
　シグナリングオーバーヘッド（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｏｖｅｒｈｅａｄ）を最小化しつ
つＭ２Ｍ装置がＳＭＳを安全に送信することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】無線通信システムを示す。
【図２】Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信をサポートするＩＥＥＥ
８０２．１６のシステム構造（ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）の一例を示す
。
【図３】Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信をサポートするＩＥＥＥ
８０２．１６のシステム構造（ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）の一例を示す
。
【図４】ＩＥＥＥ８０２．１６ｅのフレーム構造の一例を示す。
【図５】ＩＥＥＥ８０２．１６ｍのフレーム構造の一例を示す。
【図６】動的（ｄｙｎａｍｉｃ）サービスフローが生成、変更、または削除されることを
示す。
【図７】提案されたデータ送信方法の一実施例を示す。
【図８】提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【図９】提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【図１０】提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【図１１】提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【図１２】提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【図１３】本発明の実施例が具現される無線通信システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）で具現されることができる。ＴＤＭＡは
、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ（
登録商標）　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術で具現されることができる。ＯＦＤ
ＭＡは、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、
ＩＥＥＥ８０２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（ＥｖｏｌｖｅｄＵＴＲＡ）などのような無線技術
で具現されることができる。ＩＥＥＥ８０２．１６ｍはＩＥＥＥ８０２．１６ｅの進化で
あり、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅに基づくシステムとの後方互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃ
ｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）を提供する。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である
。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅ
ｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）を使用するＥ－Ｕ
ＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）の一部であり、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し
、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥの進化である。
【００２４】
　説明を明確にするために、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍを中心に記述するが、本発明の技術
的思想がこれに制限されるものではない。
【００２５】
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　図１は、無線通信システムを示す。
【００２６】
　無線通信システム１０は、少なくとも一つの基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＢＳ
）１１を含む。各基地局１１は、特定の地理的領域（一般的にセルという）１５ａ、１５
ｂ、１５ｃに対して通信サービスを提供する。また、セルは複数の領域（セクターという
）に分けられる。端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）１２は、固定されたり移
動性を有することができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＤＡ（Ｐｅ
ｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線モデム（ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　ｍｏｄｅｍ）、携帯機器（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれる
ことができる。基地局１１は、一般的に端末１２と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａ
ｔｉｏｎ）を意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒ
ａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）
等、他の用語で呼ばれることができる。
【００２７】
　端末は、一つのセルに属し、端末が属するセルをサービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃ
ｅｌｌ）という。サービングセルに対して通信サービスを提供する基地局をサービング基
地局（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＢＳ）という。無線通信システムは、セルラーシステム（ｃｅｌ
ｌｕｌａｒ　ｓｙｓｔｅｍ）であるため、サービングセルに隣接する他のセルが存在する
。サービングセルに隣接する他のセルを隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）という
。隣接セルに対して通信サービスを提供する基地局を隣接基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｂ
Ｓ）という。サービングセル及び隣接セルは、端末を基準に相対的に決定される。
【００２８】
　この技術は、ダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）またはアップリンク（ｕｐｌｉｎｋ）
に使われることができる。一般的に、ダウンリンクは基地局１１から端末１２への通信を
意味し、アップリンクは端末１２から基地局１１への通信を意味する。ダウンリンクで、
送信機は基地局１１の一部分であり、受信機は端末１２の一部分である。アップリンクで
、送信機は端末１２の一部分であり、受信機は基地局１１の一部分である。
【００２９】
　図２及び図３は、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信をサポートす
るＩＥＥＥ８０２．１６のシステム構造（ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）の
一例を示す。
【００３０】
　図２は、基本Ｍ２Ｍサービスシステム構造を示す。基本Ｍ２Ｍサービスシステム構造２
０は、移動ネットワークオペレータ（ＭＮＯ；Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｏｐｅｒ
ａｔｏｒ）２１、Ｍ２Ｍサービス消費者（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｏｎｓｕｍｅｒ）２４、少
なくとも一つのＩＥＥＥ８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置（以下、８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置と
いう）２８、少なくとも一つの非ＩＥＥＥ８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置２９を含む。ＭＮＯ
２１は、接続サービスネットワーク（ＡＳＮ；Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）と連結サービスネットワーク（ＣＳＮ；Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む。８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置２８は、Ｍ２Ｍ機能（ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎａｌｉｔｙ）を有するＩＥＥＥ８０２．１６端末である。Ｍ２Ｍサーバ２３は
、一つ以上の８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置２８と通信するエンティティ（ｅｎｔｉｔｙ）で
ある。Ｍ２Ｍサーバ２３は、Ｍ２Ｍサービス消費者２４が接続することができるインター
フェース（ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を有する。Ｍ２Ｍサービス消費者２４は、Ｍ２Ｍサービ
スのユーザである。Ｍ２Ｍサーバ２３は、連結サービスネットワーク（ＣＳＮ；Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の内部または外部にあり、一つ以
上の８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置２８に特定Ｍ２Ｍサービスを提供することができる。ＡＳ
Ｎは、ＩＥＥＥ８０２．１６基地局２２を含むことができる。Ｍ２Ｍアプリケーション（
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ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）は、８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置２８及びＭ２Ｍサーバ２３に基
づいて運営される。
【００３１】
　基本Ｍ２Ｍサービスシステム構造２０は、一つ以上の８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置とＭ２
Ｍサーバとの間のＭ２Ｍ通信、または８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置とＩＥＥＥ８０２．１６
基地局との間の一対多（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ）通信の二つの種類の
Ｍ２Ｍ通信をサポートする。図２の基本Ｍ２Ｍサービスシステム構造は、８０２．１６　
Ｍ２Ｍ装置が非ＩＥＥＥ８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置のための集合点（ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ　ｐｏｉｎｔ）として動作することを許容する。非ＩＥＥＥ８０２．１６　Ｍ２Ｍ装
置は、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１５またはＰＬＣなどのＩＥＥＥ８０２
．１６と異なる無線インターフェースを使用する。この時、非ＩＥＥＥ８０２．１６　Ｍ
２Ｍ装置のＩＥＥＥ８０２．１６への無線インターフェースの変更は許容されない。
【００３２】
　図３は、向上された（ａｄｖａｎｃｅｄ）Ｍ２Ｍサービスシステム構造を示す。向上さ
れたＭ２Ｍサービスシステム構造でも同様に８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置が非ＩＥＥＥ８０
２．１６　Ｍ２Ｍ装置のための集合点として動作することができ、また、８０２．１６　
Ｍ２Ｍ装置のための集合点として動作することもできる。この時、８０２．１６　Ｍ２Ｍ
装置及び非８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置のための集合機能を遂行するために、無線インター
フェースがＩＥＥＥ８０２．１６に変更されることができる。また、向上されたＭ２Ｍサ
ービスシステム構造で８０２．１６　Ｍ２Ｍ装置間のＰ２Ｐ（Ｐｅｅｒ－ｔｏ－Ｐｅｅｒ
）連結がサポートされることができ、この時、Ｐ２Ｐ連結は、ＩＥＥＥ８０２．１６上に
またはＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１５またはＰＬＣなどの異なる無線イン
ターフェース上に連結されることができる。
【００３３】
　以下、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ及びＩＥＥＥ８０２．１６ｍのフレーム構造を説明する
。
【００３４】
　図４は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅのフレーム構造の一例を示す。
【００３５】
　図４は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅでのＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘ）フレーム構造を示す。ＴＤＤフレームは、ＤＬ送信周期（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ｐｅｒｉｏｄ）及びＵＬ送信周期を含む。ダウンリンク送信周期はアップリンク送信
周期より時間的に以前である。ＤＬ送信周期は、プリアンブル（ｐｒｅａｍｂｌｅ）、Ｆ
ＣＨ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈｅａｄｅｒ）、ＤＬ－ＭＡＰ、ＵＬ－ＭＡＰ、Ｄ
Ｌバースト（ｂｕｒｓｔ）領域を含む。ＵＬ送信周期は、レンジングサブチャネル（ｓｕ
ｂｃｈａｎｎｅｌ）、ＵＬバースト領域を含む。ＤＬ送信周期とＵＬ送信周期を区分する
ための保護時間（ｇｕａｒｄ　ｔｉｍｅ）がフレームの中間部分（ＤＬ送信周期とＵＬ送
信周期との間）と最後の部分（ＵＬ送信周期の以後）に挿入される。ＴＴＧ（Ｔｒａｎｓ
ｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａｐ）は、ＤＬバーストとその後の
（ｓｕｂｓｅｑｕｅｎｔ）ＵＬバーストとの間のギャップである。ＲＴＧ（Ｒｅｃｅｉｖ
ｅ／Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａｐ）は、ＵＬバーストとその後のＤ
Ｌバーストとの間のギャップである。
【００３６】
　プリアンブルは、基地局と端末との間の初期同期、セル探索、周波数オフセット及びチ
ャネル推定に使われる。ＦＣＨは、ＤＬ－ＭＡＰメッセージの長さとＤＬ－ＭＡＰのコー
ディング方式（ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）情報を含む。ＤＬ－ＭＡＰは、ＤＬ－ＭＡ
Ｐメッセージが送信される領域である。ＤＬ－ＭＡＰメッセージは、ＤＬチャネルへの接
続を定義する。これはＤＬ－ＭＡＰメッセージがＤＬチャネルに対する指示及び／または
制御情報を定義することを意味する。ＤＬ－ＭＡＰメッセージは、ＤＣＤ（Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）の構成変化カウント及び基地局ＩＤ（ｉ
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ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を含む。ＤＣＤは、現在マップに適用されるＤＬバーストプロファ
イル（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｂｕｒｓｔ　ｐｒｏｆｉｌｅ）を記述する。ＤＬバーストプロ
ファイルは、ＤＬ物理チャネルの特性をいい、ＤＣＤはＤＣＤメッセージを介して周期的
に基地局により送信される。ＵＬ－ＭＡＰはＵＬ－ＭＡＰメッセージが送信される領域で
ある。ＵＬ－ＭＡＰメッセージは、ＵＬチャネルへの接続を定義する。これはＵＬ－ＭＡ
ＰメッセージがＵＬチャネルに対する指示及び／または制御情報を定義することを意味す
る。ＵＬ－ＭＡＰメッセージは、ＵＣＤ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄｅｓｃｒｉ
ｐｔｏｒ）の構成変化カウント、ＵＬ－ＭＡＰにより定義されるＵＬ割当の有効開始時刻
（ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅ）を含む。ＵＣＤは、ＵＬバーストプロ
ファイル（ｕｐｌｉｎｋ　ｂｕｒｓｔ　ｐｒｏｆｉｌｅ）を記述する。ＵＬバーストプロ
ファイルは、ＵＬ物理チャネルの特性をいい、ＵＣＤは、ＵＣＤメッセージを介して周期
的に基地局により送信される。ＤＬバーストは、基地局が端末に送るデータが送信される
領域であり、ＵＬバーストは、端末が基地局に送るデータが送信される領域である。ファ
ーストフィードバック領域は、フレームのＵＬバースト領域に含まれる。ファーストフィ
ードバック領域は、基地局から速い応答（ｆａｓｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）が要求される情
報の送信のために使われる。ファーストフィードバック領域は、ＣＱＩ送信のために使わ
れることができる。ファーストフィードバック領域の位置は、ＵＬ－ＭＡＰにより決定さ
れる。ファーストフィードバック領域の位置は、フレーム内で固定された位置であっても
よく、変動される位置であってもよい。
【００３７】
　図５は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍのフレーム構造の一例を示す。
【００３８】
　図５を参照すると、スーパーフレーム（ＳＦ；Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ）は、スーパーフ
レームヘッダ（ＳＦＨ；Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ）と４個のフレーム（ｆｒ
ａｍｅ）Ｆ０、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３を含む。スーパーフレーム内の各フレームの長さは全部
同一である。各スーパーフレームの大きさは２０ｍｓであり、各フレームの大きさは５ｍ
ｓであると例示しているが、これに限定されるものではない。スーパーフレームの長さ、
スーパーフレームに含まれるフレームの数、フレームに含まれるサブフレームの数等は多
様に変更されることができる。フレームに含まれるサブフレームの数は、チャネル帯域幅
（ｃｈａｎｎｅｌ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）の長さ
によって多様に変更されることができる。
【００３９】
　一つのフレームは、複数のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）ＳＦ０、ＳＦ１、ＳＦ２
、ＳＦ３、ＳＦ４、ＳＦ５、ＳＦ６、ＳＦ７を含む。各サブフレームは、アップリンクま
たはダウンリンク送信のために使われることができる。一つのサブフレームは、時間領域
（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で複数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルまたはＯＦＤＭＡ（Ｏｒ
ｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）を含み、周波数領域（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｏｍａｉｎ）で複数の副搬送波（
ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）を含む。ＯＦＤＭシンボルは、一つのシンボル区間（ｓｙｍｂｏ
ｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表現するためのものであり、多重接続方式によってＯＦＤＭＡシン
ボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルなど、他の名称で呼ばれることができる。サブフレームは
、５、６、７または９個のＯＦＤＭＡシンボルで構成されることができるが、これは例示
に過ぎず、サブフレームに含まれるＯＦＤＭＡシンボルの数は制限されない。サブフレー
ムに含まれるＯＦＤＭＡシンボルの数は、チャネル帯域幅、ＣＰの長さによって多様に変
更されることができる。サブフレームが含むＯＦＤＭＡシンボルの数によってサブフレー
ムのタイプ（ｔｙｐｅ）が定義されることができる。例えば、タイプ－１サブフレームは
６ＯＦＤＭＡシンボル、タイプ－２サブフレームは７ＯＦＤＭＡシンボル、タイプ－３サ
ブフレームは５ＯＦＤＭＡシンボル、タイプ－４サブフレームは９ＯＦＤＭＡシンボルを
含むと定義されることができる。一つのフレームは全部同じタイプのサブフレームを含む
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こともでき、または、一つのフレームは互いに異なるタイプのサブフレームを含むことも
できる。即ち、一つのフレーム内の各サブフレーム毎に含むＯＦＤＭＡシンボルの個数は
、全部同じ、或いは各々異なる。または、一つのフレーム内の少なくとも一つのサブフレ
ームのＯＦＤＭＡシンボルの個数は、前記フレーム内の残りのサブフレームのＯＦＤＭＡ
シンボルの個数と異なる。
【００４０】
　フレームにはＴＤＤ方式またはＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕ
ｐｌｅｘ）方式が適用されることができる。ＴＤＤ方式で各サブフレームが同じ周波数で
互いに異なる時間にアップリンク送信またはダウンリンク送信のために使われる。即ち、
ＴＤＤ方式のフレーム内のサブフレームは、時間領域でアップリンクサブフレームとダウ
ンリンクサブフレームに区分される。ＦＤＤ方式で各サブフレームが同じ時間の互いに異
なる周波数でアップリンク送信またはダウンリンク送信のために使われる。即ち、ＦＤＤ
方式のフレーム内のサブフレームは、周波数領域でアップリンクサブフレームとダウンリ
ンクサブフレームに区分される。アップリンク送信とダウンリンク送信は、互いに異なる
周波数帯域を占め、同時に行われることができる。
【００４１】
　ＳＦＨは、必須システムパラメータ（ｅｓｓｅｎｔｉａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒ）及びシステム設定情報（ｓｙｓｔｅｍｃｏｎ　ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）を運ぶことができる。ＳＦＨは、スーパーフレーム内の１番目のサブ
フレーム内に位置することができる。ＳＦＨは、前記１番目のサブフレームの最後の５個
のＯＦＤＭＡシンボルを占めることができる。スーパーフレームヘッダは、１次ＳＦＨ（
Ｐ－ＳＦＨ；ｐｒｉｍａｒｙ－ＳＦＨ）及び２次ＳＦＨ（Ｓ－ＳＦＨ；ｓｅｃｏｎｄａｒ
ｙ－ＳＦＨ）に分類されることができる。Ｐ－ＳＦＨは、スーパーフレーム毎に送信され
ることができる。Ｓ－ＳＦＨに送信される情報は、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ１、Ｓ－ＳＦＨ　Ｓ
Ｐ２、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ３の３個のサブパケット（ｓｕｂ－ｐａｃｋｅｔ）に分けられる
。各サブパケットは、互いに異なる周期を有して周期的に送信されることができる。Ｓ－
ＳＦＨ　ＳＰ１、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ２及びＳ－ＳＦＨ　ＳＰ３を介して送信される情報の
重要度は互いに異なり、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ１が最も短い周期に、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ３が最
も長い周期に送信されることができる。Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ１は、ネットワーク再進入（ｎ
ｅｔｗｏｒｋｒｅ－ｅｎｔｒｙ）に関する情報を含み、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ１の送信周期は
４０ｍｓである。Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ２は、初期ネットワーク進入（ｉｎｉｔｉａｌ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ　ｅｎｔｒｙ）及びネットワーク探索（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ
）に関する情報を含み、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ２の送信周期は８０ｍｓである。Ｓ－ＳＦＨ　
ＳＰ３は残りの重要なシステム情報を含み、Ｓ－ＳＦＨ　ＳＰ３の送信周期は１６０ｍｓ
または３２０ｍｓのうちいずれか一つである。
【００４２】
　一つのＯＦＤＭＡシンボルは、複数の副搬送波を含み、ＦＦＴ大きさによって副搬送波
の個数が決定される。多様な類型の副搬送波がある。副搬送波の類型は、データ送信のた
めのデータ副搬送波、多様な測定（ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）のためのパイロット副搬送波
、ガードバンド（ｇｕａｒｄ　ｂａｎｄ）、及びＤＣキャリアのためのナルキャリアに分
けられる。ＯＦＤＭＡシンボルを特徴づけるパラメータは、ＢＷ、Ｎｕｓｅｄ、ｎ、Ｇな
どである。ＢＷは名目上のチャネル帯域幅（ｎｏｍｉｎａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｂａｎｄ
ｗｉｄｔｈ）である。Ｎｕｓｅｄは（ＤＣ副搬送波を含む）使われる副搬送波の個数であ
る。ｎはサンプリング因子である。このパラメータは、ＢＷ及びＮｕｓｅｄと結合して副
搬送波スペーシング（ｓｐａｃｉｎｇ）及び有効シンボル時間（ｕｓｅｆｕｌ　ｓｙｍｂ
ｏｌ　ｔｉｍｅ）を決定する。ＧはＣＰ時間と有効時間（ｕｓｅｆｕｌｔ　ｉｍｅ）の比
率である。
【００４３】
　以下の表１は、ＯＦＤＭＡパラメータを示す。表１のＯＦＤＭＡパラメータは、図４の
８０２．１６ｅのフレーム構造にも同一に使われることができる。
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【００４４】
【表１】

　表１で、ＮＦＦＴはＮｕｓｅｄより大きい数の中から最も小さい２ｎのうち最も小さい
パワー（Ｓｍａｌｌｅｓｔ　ｐｏｗｅｒ　ｏｆ　ｔｗｏ　ｇｒｅａｔｅｒ　ｔｈａｎ　Ｎ

ｕｓｅｄ）であり、サンプリング因子Ｆｓ＝ｆｌｏｏｒ（ｎ・ＢＷ／８０００）×８００
０であり、副搬送波スペーシングΔｆ＝Ｆｓ／ＮＦＦＴであり、有効シンボル時間Ｔｂ＝
１／Δｆであり、ＣＰ時間Ｔｇ＝Ｇ・Ｔｂであり、ＯＦＤＭＡシンボル時間Ｔｓ＝Ｔｂ＋
Ｔｇであり、サンプリング時間はＴｂ／ＮＦＦＴである。
【００４５】
　以下、サービスフロー（ＳＦ；ｓｅｒｖｉｃｅ　ｆｌｏｗ）を説明する。
【００４６】
　サービスフローは、ＱｏＳ（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）をサポートする
ための概念である。サービスフローは、端末により送信されるＵＬパケットまたは基地局
により送信されるＤＬパケットに単方向（ｕｎｉｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ）パケット送信
を提供するためのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）送信サービスを
示す。サービスフローは、遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）、ジッタ（ｊｉｔｔｅｒ）、処理量確
定（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ａｓｓｕｒａｎｃｅ）などのＱｏＳパラメータの集合により
定義されることができる。また、サービスフローは、サービスフローＩＤ（ＳＦＩＤ）、
連結ＩＤ（ＣＩＤ；ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＩＤ）、ＱｏＳパラメータ、及び認証モジュ
ール（ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ　ｍｏｄｕｌｅ）などの属性（ａｔｔｒｉｂｕｔｅｄ
）により定義されることができる。ＳＦＩＤは、存在している各サービスフローに割り当
てられ、ＳＦＩＤは、端末のサービスフローのための主要識別子（ｐｒｉｎｃｉｐａｌ　
ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）として機能する。サービスフローは、少なくとも一つのＳＦＩＤ
と関連された方向を有することができる。ＣＩＤは、サービスフローが許容（ａｄｍｉｔ
）されたり活性化（ａｃｔｉｖｅ）された場合にのみ存在する伝送連結（ｔｒａｎｓｐｏ
ｒｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）の連結識別子である。ＳＦＩＤとＣＩＤの関係は唯一（ｕ
ｎｉｑｕｅ）する。ＳＦＩＤは、一つ以上のＣＩＤと関連されることができず、ＣＩＤも
一つ以上のＳＦＩＤと関連されることができない。
【００４７】
　サービスフローは、生成されたり、変更されたり、または削除されることができる。Ｄ
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ＳＡメッセージは、新たなサービスフローを生成する。ＤＳＣメッセージは、存在するサ
ービスフローを変更する。ＤＳＤメッセージは、存在するサービスフローを削除する。Ｄ
ＳＡメッセージ、ＤＳＣメッセージ、及びＤＳＤメッセージをグループ化してＤＳｘメッ
セージで表現することができる。
【００４８】
　図６は、動的（ｄｙｎａｍｉｃ）サービスフローが生成、変更、または削除されること
を示す。図６を参照すると、ナル（ｎｕｌｌ）状態は、メッセージ内にマッチングされる
ＳＦＩＤ及び／または交換（ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ）ＩＤが存在しないことを意味する
。サービスフローが一度存在するようになると、サービスフローは動作（ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎａｌ）状態にあるようになり、該当サービスフローは割り当てられたＳＦＩＤを有す
る。ＤＳＡメッセージによりナル状態から動作状態に転換されることができる。即ち、サ
ービスフローが生成されることができる。静的動作状態（ｓｔｅａｄｙ－ｓｔａｔｅ　ｏ
ｐｅｒａｔｉｏｎ）で、サービスフローは、名目状態（ｎｏｍｉｎａｌ　ｓｔａｔｅ）に
とどまるようになる。ＤＳＣメッセージにより動作状態を維持しつつ異なるサービスフロ
ーに変更されることができる。ＤＳＤメッセージにより動作状態からナル状態に転換され
ることができる。即ち、サービスフローが削除されることができる。
【００４９】
　表２は、サービスフローエンコーディングの一例を示す。サービスフローエンコーディ
ングによりサービスフローのためのＵＬ／ＤＬスケジューリングに関連されたパラメータ
が定義されることができる。各々パラメータは、複数の要約された（ｅｎｃａｐｓｕｌａ
ｔｅｄ）ＴＬＶ（ｔｙｐｅ－ｌｅｎｇｔｈ－ｖａｌｕｅ）フィールドで構成される。
【００５０】
【表２】

　表２でタイプ１のＳＦＩＤパラメータは、端末内でサービスフローの主要基準に基地局
により使われることができる。ＳＦＩＤパラメータの長さは４ビットである。タイプ３２
のページングプリファレンス（ｐａｇｉｎｇ　ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）パラメータは、サ
ービスフローがページングを生成すかどうかを指示することができる。ページングプリフ
ァレンスパラメータの長さは１ビットである。ページングプリファレンスパラメータの値
が０の場合、ページングが生成されず、ページングプリファレンスパラメータの値が１の
場合、ページングが生成されることができる。
【００５１】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムでショートメッセージメッセージサービス（ＳＭＳ；
ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）がサポートされることができる。ＳＭＳ
は最大１４０ビットを運ぶことができる。ＳＭＳはＩＥＥＥ８０２．１６ｐシステムでも
サポートされることができる。特に、Ｍ２Ｍ装置の特性上、ＩＥＥＥ８０２．１６ｐシス
テムでのＳＭＳ送信は効率的に実行される必要がある。一方、Ｍ２Ｍ装置は、大部分の時
間をアイドルモード（ｉｄｌｅ）にあると予想されるため、Ｍ２Ｍ装置がアイドルモード
でＳＭＳを効率的に送信するための方法が要求される。
【００５２】
　以下、提案されたデータ送信方法を説明する。本発明は、アイドルモード中、特定サー
ビスフローを維持しつつＳＭＳを効率的に送信する方法を提案する。本発明によりアイド
ルモード状態のＭ２Ｍ装置がネットワーク進入のための全てのシグナリングを実行するこ
となく、ＳＭＳの送信のために必要なサービスフローを維持することができる。即ち、本
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発明によりアイドルモードにあるＭ２Ｍ装置は、ＳＭＳを送信するために新たなサービス
フローを生成する必要がない。
【００５３】
　本発明により表３のようにサービスフローのための新たなパラメータが定義されること
ができる。
【００５４】
【表３】

　表３を参照すると、タイプ１１４のアイドルモード維持プリファレンス（ｒｅｔａｉｎ
　ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）パラメータがアイドルモードでサービスフローの維持可否を指
示するパラメータとして新たに定義される。従来技術によりアイドルモードに進入する時
、全てのサービスフローを維持することができるが、Ｍ２Ｍ通信の場合には全てのサービ
スフローを維持する必要がない。従って、本発明により定義される表３のアイドルモード
維持プリファレンスパラメータによって、サービスフロー生成の場合、該当サービスフロ
ーがアイドルモードに進入する時に維持されかどうかを指示することができる。
【００５５】
　アイドルモード維持プリファレンスパラメータは、表４のように定義されることができ
る。
【００５６】
【表４】

　表４を参照すると、アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値が０の場合、該
当サービスフローはアイドルモード進入時に維持されない。アイドルモード維持プリファ
レンスパラメータの値が１の場合、該当サービスフローはアイドルモード進入時に維持さ
れる。表４のアイドルモード維持プリファレンスパラメータによりＭ２Ｍ装置がアイドル
モードでＳＭＳを送信する時、サービスフローがそのまま維持されることができる。また
は、アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値が１であるサービスフローが生成
されてＭ２ＭのＳＭＳ送信のためにのみ使われることができ、アイドルモード進入時にも
サービスフローが維持されることができる。
【００５７】
　アイドルモード維持プリファレンスパラメータが新たに正義されることによってアイド
ルモード維持情報（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｒｅｔａｉｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が指
示するものも変化することができる。アイドルモード維持情報は８ビットで構成されるこ
とができ、各ビットの値が０か或いは１かによって関連された再進入管理（ｒｅｅｎｔｒ
ｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）メッセージが維持及び管理されかどうかが指示することがで
きる。即ち、各ビットの値が０の場合、関連された再進入管理メッセージが維持及び管理
されないことを指示することができ、各ビットの値が１の場合、関連された再進入管理メ
ッセージが維持及び管理されることを指示することができる。アイドルモード維持プリフ
ァレンスパラメータが定義される場合、アイドルモード維持情報の各ビットが示すことは
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、次の通りである。
【００５８】
　１）Ｂｉｔ１：プライバシーキー管理要求／応答メッセージ（ＰＫＭ－ＲＥＱ／ＲＳＰ
）と関連された端末サービス（ＭＳ　ｓｅｒｖｉｃｅ）と動作情報（ｏｐｅｒａｔｉｏｎ
ａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の維持可否を指示する。Ｍ２Ｍ装置は、Ｂｉｔ１の値を
１に設定し、アイドルモードに進入してもＴＥＫの維持を基地局に要求することができる
。
【００５９】
　２）Ｂｉｔ２：登録要求／応答メッセージ（ＲＥＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ）と関連された端
末サービスと動作情報の維持可否を指示する。
【００６０】
　３）Ｂｉｔ６：端末状態情報（ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の維持可否を指
示する。この時、加入者基本能力（ＳＢＣ；ＳＳ　ｂａｓｉｃ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）
関連情報、プライバシーキー管理（ＰＫＭ；ｐｒｉｖａｃｙ　ｋｅｙ　ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ）関連情報、及び登録（ＲＥＧ；ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）関連情報は含まれない
。Ｂｉｔ６の値によって全てのＳＦＩＤが維持されることができる。
【００６１】
　４）Ｂｉｔ７：Ｂｉｔ７は、Ｂｉｔ２とＢｉｔ６の値が１の場合にのみ有効である。Ｂ
ｉｔ７の値が１の場合、ページングが生成されるサービスフローの端末状態情報のみ維持
されたり、新たに定義されたアイドルモード維持プリファレンスパラメータにより維持さ
れるサービスフローの端末状態情報のみ維持されることができる。Ｂｉｔ７の値が０の場
合、全てのサービスフローの端末状態情報が維持されることができる。
【００６２】
　Ｍ２Ｍ装置は、ＤＬ　ＳＭＳ送信のためのサービスフローを生成する時、ページングプ
リファレンスパラメータの値を１に設定してページングプリファレンスを活性化するサー
ビスフローを生成したり、アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値を１に設定
してアイドルモード進入時に端末の状態情報が維持されたサービスフローを生成すること
ができる。または、Ｍ２Ｍ装置は、ＵＬ　ＳＭＳ送信のためのサービスフローを生成する
時、アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値を１に設定してアイドルモード進
入時に端末の状態情報が維持されるサービスフローを生成することができる。これによっ
て、Ｍ２Ｍ装置は、アイドルモードで新たなサービスフローを生成することなくＳＭＳを
送信することができる。
【００６３】
　図７は、提案されたデータ送信方法の一実施例を示す。
【００６４】
　段階Ｓ１００でＵＬ　ＳＭＳの送信のためのサービスフローが生成され、段階Ｓ１１０
でＭ２Ｍ装置はアイドルモードに進入する。
【００６５】
　サービスフローの生成はＭ２Ｍ装置により始まることができる。この時、動的サービス
フロー生成要求メッセージ（ＤＳＡ－ＲＥＱ）はＭ２Ｍ装置から基地局に送信される。動
的サービスフロー生成応答メッセージ（ＤＳＡ－ＲＳＰ）は基地局からＭ２Ｍ装置に送信
される。または、サービスフローの生成は基地局により始まることができる。この時、Ｄ
ＳＡ－ＲＥＱは基地局からＭ２Ｍ装置に送信される。ＤＳＡ－ＲＳＰはＭ２Ｍ装置から基
地局に送信される。
【００６６】
　サービスフローが生成される時、アイドルモード維持プリファレンスパラメータが定義
され、アイドルモード維持プリファレンスパラメータの値が１に設定されることができる
。これによって、ＵＬ　ＳＭＳの送信のために生成されたサービスフローはアイドルモー
ドでも維持されることができ、Ｍ２Ｍ装置はアイドルモードで新たなサービスフローを生
成せずにＳＭＳを送信することができる。また、アイドルモード維持情報でＢｉｔ１、２
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サービスと動作情報、登録と関連された端末サービスと動作情報、及び以外の端末状態情
報が維持されることができる。
【００６７】
　段階Ｓ１２０でＭ２Ｍ装置は基地局にレンジング要求メッセージ（ＲＮＧ－ＲＥＱ）を
送信し、送信するＵＬ　ＳＭＳがあることを基地局に知らせる。ＲＮＧ－ＲＥＱは、ＳＭ
Ｓ要求パラメータとサービング（ｓｅｒｖｉｎｇ）ＢＳＩＤを含むことができる。サービ
ングＢＳＩＤパラメータは、Ｍ２Ｍ装置が最終的に連結された基地局のＩＤを指示する。
【００６８】
　表５は、ＲＮＧ－ＲＥＱに含まれることができるパラメータの一例を示す。
【００６９】
【表５】

　表５でＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求（ｒｅｑｕｅｓｔ）パラメータは、Ｍ２Ｍ装置が基地局にＵ
Ｌ　ＳＭＳを送信することを所望する時、これを知らせるインジケータである。Ｍ２Ｍ　
ＳＭＳパラメータはＵＬ　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳメッセージを運ぶ。ＵＬ　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳメッ
セージは最大１４０バイトである。Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ確認（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）パ
ラメータは、ＤＬ　ＳＭＳが基地局から送信される時、Ｍ２Ｍ装置がＳＭＳを成功的に受
信したかどうかを指示する。
【００７０】
　段階Ｓ１３０で基地局はＭ２Ｍ装置にレンジング応答メッセージ（ＲＮＧ－ＲＳＰ）を
送信する。
【００７１】
　ＲＮＧ－ＲＳＰは、ＳＭＳ応答（ｒｅｓｐｏｎｓｅ）パラメータ、臨時伝送ＣＩＤ（ｔ
ｅｍｐ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ＣＩＤ）、臨時ＣＩＤ、及びＣＩＤアップデートＴＬＶ（
ＣＩＤ＿ｕｐｄａｔｅ　ＴＬＶ）を含むことができる。ＳＭＳ応答パラメータは、Ｍ２Ｍ
装置のＳＭＳ送信を許容するインジケータである。臨時伝送ＣＩＤは、暗号化（ｅｎｃｒ
ｙｐｔｉｏｎ）されたＳＭＳ送信のために使われることができる。臨時伝送ＣＩＤとアイ
ドルモードに進入する時に維持されたサービスフローは、ＣＩＤアップデートＴＬＶによ
り互いにマッピングされることができる。臨時ＣＩＤは、ＳＭＳ送信に使われるリソース
の割当のためのものである。臨時伝送ＣＩＤ及び臨時ＣＩＤは、臨時ＣＩＤタイマの動作
中にのみ有効である。ＲＮＧ－ＲＳＰは、アイドルモードで維持されているサービスフロ
ーでの端末状態情報を選択的に含むことができる。
【００７２】
　表６は、ＲＮＧ－ＲＳＰに含まれることができるパラメータの一例を示す。
【００７３】
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【表６】

　表６でＭ２Ｍ　ＳＭＳ応答（ｒｅｐｏｎｓｅ）パラメータは、Ｍ２Ｍ装置のＵＬ　ＳＭ
Ｓ送信を許容することを知らせるインジケータである。臨時ＣＩＤタイマ（Ｔｅｍｐ　Ｃ
ＩＤ　ｔｉｍｅｒ）パラメータは、臨時ＣＩＤ及び／または臨時伝送ＣＩＤが有効な期間
を指示する。一方、臨時ＣＩＤは、基本ＣＩＤと同じであり、基本ＣＩＤは、Ｍ２Ｍ装置
がＵＬ　ＳＭＳを送信するためのリソースの割当のために使われる。Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ確認
パラメータは、以後にＭ２Ｍ装置がＵＬ　ＳＭＳを送信する時、基地局がこれを成功的に
受信したかどうかを指示する。Ｍ２Ｍ　ＳＭＳパラメータはＤＬ　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳメッセ
ージを運ぶ。ＤＬ　Ｍ２Ｍ　ＳＭＳメッセージは最大１４０バイトである。
【００７４】
　段階Ｓ１４０でＭ２Ｍ装置は基地局に暗号化されたＵＬ　ＳＭＳを送信する。アイドル
モード維持情報でＢｉｔ１が１に設定されることによってＰＫＭ関連端末サービスと動作
情報が維持され、アイドルモードで維持されているサービスフローと臨時伝送ＣＩＤはＣ
ＩＤアップデートＴＬＶによりマッピングされる。これによって、ＵＬ　ＳＭＳが暗号化
されることができる。
【００７５】
　段階Ｓ１５０で基地局はＭ２Ｍ装置にＲＮＧ－ＲＳＰを送信し、ＵＬ　ＳＭＳを受信し
たことをＭ２Ｍ装置に知らせる。
【００７６】
　段階Ｓ１６０で臨時ＣＩＤタイマが満了される。
【００７７】
　前述したように、提案されたデータ送信方法により、Ｍ２Ｍ装置は最適化（ｏｐｔｉｍ
ｉｚｅｄ）されたネットワーク再進入を実行してＵＬ　ＳＭＳを送信することと類似に動
作することができる。Ｍ２Ｍ装置は、新たなサービスフローが生成されないことを除き、
臨時伝送ＣＩＤなどの割当を受ける点等で最適化されたネットワーク再進入と類似の動作
を実行する。これによって、Ｍ２Ｍ装置はアイドルモードでも効率的にＵＬ　ＳＭＳを送
信することができる。一方、Ｍ２Ｍ装置がアイドルモードで動作するため、臨時ＣＩＤタ
イマが満了された以後に再びアイドルモードに進入する必要がない。
【００７８】
　図８は、提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【００７９】
　段階Ｓ２００でＭ２Ｍ装置は基地局に対してシンジングを実行する。基地局はＭ２Ｍ装
置にＵＬ－ＭＡＰを送信し、Ｍ２Ｍ装置は基地局にレンジングコードを送信し、また、基
地局はＭ２Ｍ装置にＲＮＧ－ＲＳＰを送信してシンジングを完了する。
【００８０】
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　Ｍ２Ｍ装置がＵＬ　ＳＭＳを送信するために２段階のＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ交換過程
が実行されることができる。
【００８１】
　段階Ｓ２１０は、１段階ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ交換過程を示す。段階Ｓ２１１で基地
局はＭ２Ｍ装置にＵＬ－ＭＡＰを送信する。段階Ｓ２１２でＭ２Ｍ装置は基地局にＭ２Ｍ
　ＳＭＳ要求パラメータを含むＲＮＧ－ＲＥＱを送信し、送信するＵＬ　ＳＭＳがあるこ
とを知らせる。基地局がＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求パラメータを含むＲＮＧ－ＲＥＱを成功的に
受信した場合、基地局はＵＬ　ＳＭＳの送信を許容すかどうかを決定することができる。
段階Ｓ２１３で基地局はＵＬ　ＳＭＳ送信の許容可否を決定し、Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答パラ
メータを含むＲＮＧ－ＲＳＰをＭ２Ｍ装置に送信する。Ｍ２Ｍ　ＳＭＳ応答パラメータは
、ＵＬ　ＳＭＳ送信許容可否によってＭ２Ｍ装置がどのように動作するかに対する行動コ
ード（ａｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含む。基地局がＵＬ　ＳＭＳ送信を許容した場合、前
記ＲＮＧ－ＲＳＰはＵＬ　ＳＭＳ送信のためのリソース割当のために使われる基本ＣＩＤ
及び臨時ＣＩＤタイマを含む。一方、固定されたＭ２Ｍ装置の場合、段階Ｓ２１２で送信
されるＲＮＧ－ＲＥＱは、位置アップデート（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）に関す
る情報を含むことができ、ページング関連パラメータは、シグナリングオーバーヘッド（
ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｏｖｅｒｈｅａｄ）を減らすために含まれなくてもよい。これは、
基地局がＭ２Ｍ装置の移動性（ｍｏｔｉｌｉｔｙ）に関連された情報を知っているためで
ある。
【００８２】
　段階Ｓ２２０は、２段階ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ交換過程を示す。基地局がＵＬ　ＳＭ
Ｓ送信を許容しない場合、Ｍ２Ｍ装置は、基地局が指示した行動コードによって動作する
。基地局がＵＬ　ＳＭＳ送信を許容した場合、段階Ｓ２２１で基地局はＭ２Ｍ装置にＵＬ
－ＭＡＰを送信する。前記ＵＬ－ＭＡＰは、Ｍ２Ｍ装置が送信するＲＮＧ－ＲＥＱのため
の帯域幅割当を含むことができる。この時、帯域幅割当は基地局により送信された基本Ｃ
ＩＤに基づいて割り当てられることができる。段階Ｓ２２２でＭ２Ｍ装置は基地局にＭ２
Ｍ　ＳＭＳパラメータを含むＲＮＧ－ＲＥＱを送信する。基地局がＵＬ　ＳＭＳを成功的
に受信した場合、段階Ｓ２２３で基地局はＭ２Ｍ装置にＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認パラメータを
含むＲＮＧ－ＲＳＰを送信することができる。基本ＣＩＤは、Ｍ２Ｍ装置が最終的にＭ２
Ｍ　ＳＭＳ確認パラメータを受信したり、臨時ＣＩＤタイマが満了された場合に解除（ｒ
ｅｌｅａｓｅ）される。
【００８３】
　図８のデータ送信方法において、Ｍ２Ｍ装置が割り当てられた帯域幅がＲＮＧ－ＲＥＱ
にＵＬ　ＳＭＳをピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）して送信するのに十分であると認
識する場合、１段階ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ交換過程が省略されることができる。
【００８４】
　一方、ＳＭＳの暗号化を保障するためにカウンター基盤（ｃｏｕｎｔｅｒ　ｂａｓｅｄ
）ＴＥＫ（ｔｒａｆｆｉｃ　ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　ＫＥＹ）生成方法を用いたＳＭＳ送
信方法が提案されることができる。提案された方法によると、基地局とＭ２Ｍ装置は、各
々ＴＥＫをプリアップデート（ｐｒｅ－ｕｐｄａｔｅ）し、シンジングを実施して同期化
を実行した後、暗号化されたＳＭＳを送信する。
【００８５】
　図９は、提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【００８６】
　段階Ｓ３００でＭ２Ｍ装置は基地局にＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求パラメータを含むＲＮＧ－Ｒ
ＥＱを送信する。これによって、要求するＵＬ　ＳＭＳがあることを基地局に知らせるこ
とができる。
【００８７】
　段階Ｓ３１０で基地局はＭ２Ｍ装置にＲＮＧ－ＲＥＱに対する応答としてＭ２Ｍ　ＳＭ
Ｓ応答パラメータを含むＲＮＧ－ＲＳＰを送信する。基地局はＵＬ　ＳＭＳ送信の許容可
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否を決定することができる。基地局がＵＬ　ＳＭＳ送信を許容しない場合、Ｍ２Ｍ装置は
基地局がＲＮＧ－ＲＳＰを介して指示した行動コードによって動作する。Ｍ２Ｍ装置はバ
ックオフ（ｂａｃｋｏｆｆ）後に再び進入を試みることができる。
【００８８】
　基地局がＵＬ　ＳＭＳ送信を許容した場合、前記ＲＮＧ－ＲＳＰは臨時ＣＩＤを含む。
臨時ＣＩＤは、臨時ＣＩＤタイマの動作中にＵＬ　ＳＭＳの送信及びＡＣＫ／ＮＡＣＫ（
ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／ｎｏｎ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）メッセー
ジ送信のためのアップリンクリソースの割り当てに使われる。また、ＴＥＫ寿命値（ｌｉ
ｆｅｔｉｍｅ　ｖａｌｕｅ）がＲＮＧ－ＲＳＰに含まれることができ、これによって生成
されたＴＥＫの寿命がアップデートされることができる。
【００８９】
　段階Ｓ３２０でＭ２Ｍ装置と基地局はカウンター基盤ＴＥＫ生成を実行してＴＥＫをプ
リアップデートする。カウンター基盤ＴＥＫ生成方法は、ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ　８０２．１
６ＴＭ－２００９（Ｒｅｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ　８０２．１６－２００
４）の７．２．２．２．６．１節を参照することができる。ＴＥＫは、数式１により生成
されることができる。
【００９０】
【数１】

　数式１でＫＥＫ＿ｐｒｉｍｅ＝Ｄｏｔ１６ＫＤＦ（ＫＥ，“ＫＥＫ　ｆｏｒ　ＴＥｋ　
Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ”，１２８）で計算されることができ、ＣＭＡＣ＿ＫＥＹ＿ＣＯＵ
ＮＴ＿ＴはトラフィックのためのＣＭＡＣ－ＫＥＹ＿ＣＯＵＮＴを示す。
【００９１】
　一方、段階Ｓ３００で基地局の受信するＲＮＧ－ＲＥＱはＣＭＡＣ＿ＫＥＹ＿ＣＯＵＮ
ＴＴＬＶを含むことができる。基地局が受信したＣＭＡＣ＿ＫＥＹ＿ＣＯＵＮＴ値が格納
している値と異なると、基地局は受信したＣＭＡＣ＿ＫＥＹ＿ＣＯＵＮＴ値にアップデー
トしてＴＥＫを再び生成する。
【００９２】
　段階Ｓ３３０でＭ２Ｍ装置は基地局に暗号化されたＵＬ　ＳＭＳを送信する。Ｍ２Ｍ装
置は、臨時ＣＩＤを用いてアップリンクリソースの割当を受け、プリアップデートされた
ＴＥＫを用いて暗号化されたＵＬ　ＳＭＳを送信することができる。
【００９３】
　段階Ｓ３４０で基地局はＭ２Ｍ装置にＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認パラメータを含むＲＮＧ－Ｒ
ＳＰを送信する。
【００９４】
　図１０は、提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【００９５】
　段階Ｓ４００でＤＬ　ＳＭＳの送信のためのサービスフローが生成され、段階Ｓ４１０
でＭ２Ｍ装置はアイドルモードに進入する。サービスフローの生成は、Ｍ２Ｍ装置により
始まったり、基地局により始まることができる。サービスフローが生成される時、ページ
ングプリファレンスパラメータの値が１に設定されることができる。これによって、ＤＬ
　ＳＭＳの送信のために生成されたサービスフローはアイドルモードでも維持されること
ができ、Ｍ２Ｍ装置はアイドルモードで新たなサービスフローを生成せずにＳＭＳを送信
することができる。また、アイドルモード維持情報でＢｉｔ１、２、６及び７の値が１に
設定されることができる。これによって、ＰＫＭと関連された端末サービスと動作情報、
登録と関連された端末サービスと動作情報、及び以外の端末状態情報が維持されることが
できる。
【００９６】
　段階Ｓ４２０で基地局はＭ２Ｍ装置に放送ページングメッセージ（ＭＯＢ－ＰＡＧ－Ａ
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ＤＶ）を送信し、送信するＤＬ　ＳＭＳがあることを指示する。
【００９７】
　段階Ｓ４３０でＭ２Ｍ装置は基地局にＲＮＧ－ＲＥＱを送信し、ＤＬ　ＳＭＳの送信を
要求する。ＲＮＧ－ＲＥＱは、表５のパラメータにＭ２Ｍ　ＳＭＳ要求パラメータを含む
ことができる。
【００９８】
　段階Ｓ４４０で基地局はＭ２Ｍ装置にレンジング応答メッセージ（ＲＮＧ－ＲＳＰ）を
送信する。ＲＮＧ－ＲＳＰは、ＳＭＳ応答パラメータ、臨時伝送ＣＩＤ、臨時ＣＩＤ、及
びＣＩＤアップデートＴＬＶを含むことができる。臨時伝送ＣＩＤは、暗号化されたＳＭ
Ｓ送信のために使われることができる。臨時伝送ＣＩＤとアイドルモードに進入する時に
維持されたサービスフローはＣＩＤアップデートＴＬＶにより互いにマッピングされるこ
とができる。臨時ＣＩＤはＳＭＳ送信に使われるリソースの割当のためのものである。臨
時伝送ＣＩＤ及び臨時ＣＩＤは、臨時ＣＩＤタイマの動作中にのみ有効である。ＲＮＧ－
ＲＳＰは、アイドルモードで維持されているサービスフローでの端末状態情報を選択的に
含むことができる。
【００９９】
　段階Ｓ４５０で基地局はＭ２Ｍ装置に暗号化されたＤＬ　ＳＭＳを送信する。アイドル
モード維持情報でＢｉｔ１が１に設定されることによってＰＫＭ関連端末サービスと動作
情報が維持され、アイドルモードで維持されているサービスフローと臨時伝送ＣＩＤは、
ＣＩＤアップデートＴＬＶによりマッピングされる。これによってＤＬ　ＳＭＳが暗号化
されることができる。
【０１００】
　段階Ｓ４６０でＭ２Ｍ装置は基地局にＲＮＧ－ＲＳＰを送信し、ＤＬ　ＳＭＳを受信し
たことを基地局に知らせる。ＲＮＧ－ＲＳＰは、表６のパラメータにＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認
パラメータを含むことができる。
【０１０１】
　図１１は、提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【０１０２】
　段階Ｓ５００で基地局はＭ２Ｍ装置にＭＯＶ－ＰＡＧ－ＡＤＶを送信する。この時、Ｍ
ＯＶ－ＰＡＧ－ＡＤＶの行動コードは位置アップデートを指示することができる。
【０１０３】
　段階Ｓ５１０でＭ２Ｍ装置は基地局にレンジングコードを含むＲＮＧ－ＲＥＱを送信し
、段階Ｓ５２０で基地局はＭ２Ｍ装置にこれに対する応答を含むＲＮＧ－ＲＳＰを送信す
る。これによってレンジングが完了する。
【０１０４】
　段階Ｓ５３０でＭ２Ｍ装置は基地局にＲＮＧ－ＲＥＱを送信し、段階Ｓ５４０で基地局
にＭ２Ｍ装置にＭ２Ｍ　ＳＭＳパラメータ、基本ＣＩＤ、及び臨時ＣＩＤタイマを含むＲ
ＮＧ－ＲＳＰを送信する。ＲＮＧ－ＲＳＰを受信したＭ２Ｍ装置は、ＲＮＧ－ＲＥＱを送
信する帯域幅割当を待つことができる。
【０１０５】
　段階Ｓ５５０でＭ２Ｍ装置は基地局にＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認パラメータを含むＲＮＧ－Ｒ
ＥＱを送信する。
【０１０６】
　一方、ＤＬ　ＳＭＳの送信時にもＤＬ　ＳＭＳの暗号化を保障するためにカウンター基
盤ＴＥＫ生成方法を用いたＳＭＳ送信方法が提案されることができる。
【０１０７】
　図１２は、提案されたデータ送信方法の他の実施例を示す。
【０１０８】
　段階Ｓ６００で基地局はＭ２Ｍ装置に放送ページングメッセージを送信し、送信するＤ
Ｌ　ＳＭＳがあることを知らせる。
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【０１０９】
　段階Ｓ６１０でＭ２Ｍ装置と基地局は、カウンター基盤ＴＥＫ生成方法によりＴＥＫを
プリアップデートする。カウンター基盤ＴＥＫ生成方法は、ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ　８０２．
１６ＴＭ－２００９（Ｒｅｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ　８０２．１６－２０
０４）の７．２．２．２．６．１節を参照することができる。ＴＥＫは、数式１により生
成されることができる。
【０１１０】
　段階Ｓ６２０でＭ２Ｍ装置は基地局にＲＮＧ－ＲＥＱを送信する。この時の行動コード
は位置アップデートである。段階Ｓ６３０で基地局はＭ２Ｍ装置に臨時ＣＩＤを含むＲＮ
Ｇ－ＲＳＰを送信する。臨時ＣＩＤはＤＬ　ＳＭＳ送信のためのリソース割当に使われる
。また、ＲＮＧ－ＲＳＰはＴＥＫ寿命値を含むことができる。
【０１１１】
　段階Ｓ６４０で基地局はＭ２Ｍ装置に暗号化されたＤＬ　ＳＭＳを送信する。基地局は
割当を受けた臨時ＣＩＤに基づいてＤＬリソースの割当を受け、生成されたＴＥＫを用い
て暗号化されたＤＬ　ＳＭＳを送信することができる。
【０１１２】
　段階Ｓ６５０でＭ２Ｍ装置は基地局にＭ２Ｍ　ＳＭＳ確認パラメータが含まれたＲＮＧ
－ＲＥＱを送信する。
【０１１３】
　図１３は、本発明の実施例が具現される無線通信システムのブロック図である。
【０１１４】
　基地局８００は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）８１０、メモリ（ｍｅｍｏｒｙ）
８２０、及びＲＦ部（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）８３０を含む。プロ
セッサ８１０は、提案された機能、過程及び／または方法を具現する。無線インターフェ
ースプロトコルの階層は、プロセッサ８１０により具現されることができる。メモリ８２
０は、プロセッサ８１０と連結され、プロセッサ８１０を駆動するための多様な情報を格
納する。ＲＦ部８３０は、プロセッサ８１０と連結され、無線信号を送信及び／または受
信する。
【０１１５】
　Ｍ２Ｍ装置９００は、プロセッサ９１０、メモリ９２０、及びＲＦ部９３０を含む。プ
ロセッサ９１０は、提案された機能、過程及び／または方法を具現する。無線インターフ
ェースプロトコルの階層は、プロセッサ９１０により具現されることができる。メモリ９
２０は、プロセッサ９１０と連結され、プロセッサ９１０を駆動するための多様な情報を
格納する。ＲＦ部９３０は、プロセッサ９１０と連結され、無線信号を送信及び／または
受信する。
【０１１６】
　プロセッサ８１０、９１０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／または
データ処理装置を含むことができる。メモリ８２０、９２０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎ
ｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッ
シュメモリ、メモリカード、格納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。Ｒ
Ｆ部８３０、９３０は、無線信号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる
。実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は前述した機能を遂行するモジュ
ール（過程、機能など）で具現されることができる。モジュールは、メモリ８２０、９２
０に格納され、プロセッサ８１０、９１０により実行されることができる。メモリ８２０
、９２０は、プロセッサ８１０、９１０の内部または外部にあり、よく知られた多様な手
段でプロセッサ８１０、９１０と連結されることができる。
【０１１７】
　前述した例示的なシステムで、方法は一連の段階またはブロックで順序図に基づいて説
明されているが、本発明は段階の順序に限定されるものではなく、ある段階は前述と異な
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る段階と異なる順序にまたは同時に発生することができる。また、当業者であれば、順序
図に示す段階が排他的でなく、他の段階が含まれたり、順序図の一つまたはその以上の段
階が本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除可能であることを理解することができる。
【０１１８】
　前述した実施例は多様な態様の例示を含む。多様な態様を示すための全ての可能な組合
せを記述することはできないが、該当技術分野の通常の知識を有する者は、他の組合せが
可能であることを認識することができる。従って、本発明は、特許請求の範囲内に属する
全ての他の交替、修正及び変更を含む。
【０１１９】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。
 

【図１】
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